プリント基板用ノンハロゲン系エポキシ樹脂の崩壊法の試み(環境にやさしい有機材料設計のための劣化の制御に関する研究)(2002年度共同研究プロジェクト) by 西山 伊織 et al.
M-4-1プリント基板用ノン八ロゲン系工ポキシ樹脂の崩壊法の謎み










































































3.4.2>DPP分解 物 の構 造解 析DPP分 解
物 の1H,13CNIvlRの高積 算 測 定(積算 回
数:1H;80013C;107000)の結 果 、NMPや
DPPに 帰 属 され るピー クの他 に、新 しい
ピ ー クを確 認 した(Fig.3)。そ こで 、計 算
化 学 実 験 で 得 られ た予 想 分解 物 を参 考




13CNMR測定 し、DPP分解 物 と推 察 す る
ピ ー クと比 較 、検 討 した 。そ の 結 果 、
1-methoxy-2-propanolとDPP分解 物 の
メトキシ 基 に 由 来 す る化 学 シ フトが 重 なっ
た。これ は 、DPP分解 物 中 にメトキシ基 が
存 在 す ることを意 味 す る。このことか ら、
計 算 化 学 実 験 で 得 られ た 見 解 と同 様 、
DPPの分解 は 開始 剤 であるメトキシイオ ン
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Fig.313CNMRspectraofdecompositionproducts.
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